
メ モリアルデーの週末、カリフォルニア州サンノゼで行われたファニメコンは大盛況のうちに幕を閉じ
た。コンベンションを盛りあげたGuest of Honorの1グループ、ROOKiEZ is PUNK’Dは4人編成のミ
クスチャー・ロックバンドでアニメファンの間ではデュラララ！オープニングの「コンプリケイション」や

青の祓魔師オープニング テーマ「IN MY WORLD」で知られている。前日のライブで3000人を熱狂さ
せた興奮冷めやらぬ4人に話を聞く事ができたのでご覧頂きたい。 
 
ROOKiEZ is PUNK’D are:

 
(From left) Vocal / Guitar: SHiNNOSUKE, Guitar / Chorus: TAKUMi, Drums / Chorus U, Bass / 
Chorus 2RASH 
 
ーライブお疲れさまでした！アメリカでのライブはいかがでしたか？ 
SHiNNOSUKE 「やっぱりレスポンスが日本とはまた違う感じというか、リアクションがすごく大きいで
すね。オレは（お客さんに）飛べと言ったもののあんまり椅子がある所 でライブをあまりした事がなく
て、ほんとに飛んでくれるのかな？と思ったら、ほんと飛んだわ、みたいな（笑）」 
2RASH「二階席も（飛んでくれた）」 
SHiNNOSUKE「嬉しかったですね」 
 



 
ー英語でのMCはいかがでしたか？ 
SHiNNOSUKE「全然（英語は）しゃべれないですけどね（笑）」 
（一同笑い） 
 
ーやはり英語でのMCの反応が大きかったと思います。さらにライブでは曲中にBlack Eyed Peas の
「I Gotta Feeling」を取り入れるなど色々工夫が見られました。それは今回特別ですか？ 
SHiNNOSUKE 「特別です。（アメリカでは）僕たちの曲を知ってると言ってもアニメの曲2−3曲しかな
いだろうなと思っていたので、そこでなにか、と考えたとき、やはり アメリカに来たらアメリカの人たち
が知っている曲で自分たちも好きな曲をやったらいいだろうと思い、（自分たちの）曲の中でやってみ

ました」 
TAKUMi「すごい盛り上がってましたね。みんな歌ってました」 
 
ーライブ中、アメリカでのライブが夢だったとおっしゃっていましたが？ 
SHiNNOSUKE 「はいそうです。アメリカ、しかもカリフォルニアていうのは僕らが好きなバンドがたく
さんいる場所なんでずっと行きたくて、どっちかといえばもう旅行で絶 対行こう思っていたのがライブ
までできてしまってすごい嬉しかった。本当に来たかったんです。すげー嬉しいです」 
U「（初めての海外旅行で）まさかのライブで来られるとは。ほんとに一生来られないんじゃないかと
思っていたので（笑）パスポートも見栄はって10年を申請しました（笑）」SHiNNOSUKE「それは見栄
なの（笑）」 
U「来年も是非帰ってきたいです」 



 
ーFLOWさんも二回連続でファニメに招待された事がありました。 
SHiNNOSUKE「実際、FLOWさんに来る前にファニメコンってどんなイベントなの、と聞きまして、す
げーいいイベントだよ！と聞いて色々とアドバイスをもらいました」 
 

 
ー実際のファニメコンの印象はいかがですか？ 
SHiNNOSUKE「最初に来たアニメコンベンションがファニメコンでよかったなと思いました。（アニメの
コンベンション自体初めてだったが）スタッフの人たちがまずすごい親切でほんとにみんなよくしてく

れました」 
2RASH「なんかチームになるんですよね」 
SHiNNOSUKE「そうなんですよ。実際、ライブをやると言って、ああいう映像をやりたいと言ったのが
結構前日で」 
2RASH「前日の夜とかで」 
U「ギリギリまで」 
SHiNNOSUKE「一応SEで（アニメキャラの）台詞なり入れようとは思っていたんですが」 
2RASH「アイデアとして」 
SHiNNOSUKE「でも確かに字幕と言うアイデアが僕らにはなくて、そういうのを言ったらぱっとすぐ対
応してくれて。短い時間の中でやってくれて」 
2RASH「朝までとかね」 
SHiNNOSUKE「本当にチームで戦った感じです」 
U「俺ら（バンドメンバー）だけじゃない」 



2RASH「もちろんクリス（スタッフ）なんか前ですごい盛り上げてくれて（笑）」 
U「パフォーマー（笑）」 
2RASH「五人目のメンバーです」 
（一同笑い） 
SHiNNOSUKE「みんながこう一緒にやってくれたからああいうライブになったと言うのが一番嬉しい」 
 
ーライブ中、紀田正臣くんのスペシャルゲストの演出（映像）もよかったです。 
2RASH「あれも前日よね」 
SHiNNOSUKE「映像と字幕を作ってくれたんです」 
 
 

 
ーさてデビューシングルの”コンプリケイション”はアメリカでも人気の高い作品「デュラララ！」のオー
プニング曲でした。アニメはご覧になりましたか？ 
SHiNNOSUKE 「もちろんです。俺は初めてアニメってのをちゃんと観たのがデュラララだったんで
す。まぁスラムダンクとかドラゴンボールとかはもちろん観たりしてたんで すけど、いわゆるアニメ界
隈のアニメってのは初めてで、ただすーごい面白いなと思って小説は全部買って読んでます」 
 
ーライブのオープニングでは青の祓魔師の雪男の台詞が流れましたがあれはSHiNNOSUKEさん
だったんですか？ 
SHiNNOSUKE「あれはSEで」 



2RASH「あれはご本人です」 
SHiNNOSUKE「なんだっけ、ライブの初回限定版に」 
U「In My Worldの」 
2RASH「青の祓魔師エディションに入っている、声優さんがちゃんと入れてくれたものです」 
 
ーそうだったんですか。SHiNNOSUKEさんかと思いました。 
SHiNNOSUKE「さすがにそこまでできたら俺たぶん至る所でやってるかも知んないです」 
（一同笑い） 
 
ーそうだったらすごいなーと思ったんですよね。 
SHiNNOSUKE「僕がやりました」 
（一同爆笑） 
 

 
ーライブ中にも話されてましたがコンベンションは楽しまれてますか？ 
SHiNNOSUKE「（写真を）もう撮りまくってます」 
U「いっぱい好きなキャラが歩き回ってるんで。(FFの)クラウドもいたし。大好きだったんで」 
2RASH「アスカとかね」 
U「あーっ、アスカ、エヴァンゲリオンのアスカも。Tシャツ持ってきてて、今日は着てないんですけど」 
SHiNNOSUKE「昨日はアスカ・ラングレーシャツだったんだよね。こいつが一番アニメ好きなんです
よ」 
U「そうなんです。ちょっと萌えっぽいのも好きで。溶け込んでます」 



SHiNNOSUKE「昨日は夜中にカラオケ・ルームに行って歌ってきました」 
2RASH「本人の歌ってみた、みたいな（笑）エア・ギターで」 
TAKUMi「ドラムがいなかったんでクリスがエアで（笑）」 
SHiNNOSUKE「酔っぱらってたんでよくわかんないです」 
2RASH「帰りたくないです」 
U「むしろ帰りたくないです」 
 

 
インタビューの続きはまた明日！パート2のインタビュー後半ではアメリカライブを経験した彼らの今
後、アメリカでコスプレイヤーをナンパした顛末の話、そして貴重なライブショットとサンノゼでのセット

リストを掲載する予定だ。 
 
 
 
Official band Twitter 
SHiNNOSUKE Twitter 
U Twitter 
TAKUMi Twitter 
2RASH Twitter 
 
Download ROOKiEZ is PUNK’D music on iTunes 
 

https://twitter.com/_ROOKiEZ_
https://twitter.com/ROOKiEZVo
https://twitter.com/ROOKiEZ_7_26
https://twitter.com/takm018
https://twitter.com/2RASH_ROOKiEZ_
https://twitter.com/2RASH_ROOKiEZ_
https://itunes.apple.com/us/album/complication/id645904000?i=645904207&ign-mpt=uo%3D4
https://itunes.apple.com/us/album/complication/id645904000?i=645904207&ign-mpt=uo%3D4


Photo by Yoshi Sawa at Bunka:EXTEND 
Words by Yomimaid for Crunchyroll 
 
Do you want to read the interview in English? Read it at Crunchyroll! (Accessible only from 
outside of Japan.) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.bunkaextend.com/
http://www.crunchyroll.com/
http://www.crunchyroll.com/
http://www.crunchyroll.com/anime-feature/2013/06/19-1/rookiez-is-punkd-interview-at-fanimecon-2013-part-1

